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4 月から新領域創成科学研究科の研究科長に就任しました大崎博之です。

よろしくお願いいたします。

　1998年に創立された新領域創成科学研究科は、昨年、20周年を迎えました。

現在の学部学生が生まれた頃に、新領域創成科学研究科も誕生したということにな

ります。「学融合」、「知の冒険」を掲げて研究と大学院教育を展開し、柏キャンパスへ

の移転、組織の新設や改編、教育プログラムの開始などを始め、研究、教育、社会

連携等に関わる様 な々取り組みを進め、研究科として発展し、今日に至っています。

　本研究科では、他大学出身者、留学生、社会人などを含む多様なバックグラウン

ドをもつ学生が学び、研究に従事しています。学問の多様性を広い視野で学ぶこ

とができる分野横断型教育プログラムが多数設けられていて、大学院生は、最先

端の専門的研究活動を行い、国際拠点との連携も活用しながら、幅広い知識を学

ぶことができます。それらを通じて、先端研究分野の基盤となる高度な学術知識に

加えて、多様な課題を発見して解決に導くために必要な広い視野をもつ「知のプロ

フェッショナル」を育成することを目指しています。

　今年1月、本研究科は国際卓越大学院プログラムWINGS-PESを開始し

ました。国際卓越大学院（World-leading Innovative Graduate Study, 

WINGS）は、東京大学において修博一貫の学位プログラム制度を基本とした

国際的に卓越した大学院教育プログラムを構築するものです。本研究科が進

めるプロアクティブ環境学国際卓越大学院プログラム（WINGS program in 

Proactive Environmental Studies, WINGS-PES）は、既存の専攻群にお

いて修得する個別分野の高度な専門性に加え、高度なデータ解析・シミュレーショ

ン等を用いた予測技術等に基づくプロアクティブ・アプローチ、サステイナビリティ

に関わる概念と幅広い方法論、課題を解決するリーダーシップ、および国際コミュ

ニケーションに関わる修学機会を組込んだ体系的な教育課程により、国際的な場

で活躍できる「環境知のプロフェッショナル」を養成します。

　新領域創成科学研究科は学部を持たない独立研究科ではありますが、日本留学

を考えている海外の学部学生を対象とする夏季インターンシッププログラムUTSIP

を実施しています。受け入れる学生は30名余りですが、500名を超える学生からの

応募がある競争率の高いプログラムになっています。また、駒場の学部1年生を主な

対象に、専門的なものの見方や考え方の基本を学ぶ場として、柏キャンパスの研究

所の協力も得て、冬期研究室体験活動「柏サイエンスキャンプ」も実施しています。

　さらに、地域連携、およびつくば-柏-本郷イノベーションコリドーなどの産官学連

携を推進し、学術成果の社会への還元や産学官民協働拠点の形成を進めていま

す。例えば、2006年設立の柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）は地域連

携の拠点となり、本学の知を活かし国際的に評価される先進都市づくりを進め、都

市デザインの方法や技術を実践し、高く評価されています。

　創立から20年が経過し、今後も新領域創成科学研究科はフロンティアを求めて

挑戦し続け、「知の冒険」、「学融合への挑戦」、「未来志向の国際化と社会連携」

を推進していきます。
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学問と社会の関連でよく言われていることに、20世紀は物理学の時代、そ

して21世紀は生命科学の時代というものがあります。つまり、社会に与

えたインパクトが大きい学問分野が、20世紀は物理学であったということと、21

世紀は現在までそして今後しばらくの年月を予見して生命科学が社会に大きな

影響を与えるというものです。また私自身、この十数年間の生命科学関連の

ニュースなどを見て、これまでの歴史の中で、生命科学に社会の関心がこれほど

多く集まったことはないのでないかと感じています。これは、分子生物学あるいは

ゲノム科学が著しく発展したことにより、がんを始めとした様 な々疾病の原因が解

明されつつあり、さらにその優れた治療法が開発されてきたこと、また、iPS細胞

の開発による再生医療の発展とその将来性への期待、さらには生殖医療の発

展に加えてゲノム編集が容易に行えるようになったことによる遺伝子治療の可

能性など様々なトピックが目白押しに出てきていることがその理由であると思われ

ます。

　さて、このような潮流の中で、私達の生命科学研究系は今後どのような教育

研究を行っていくことが期待されるのでしょうか。また、新領域創成科学研究科

の中で生命科学関連の研究系としてどのような役割を担っていくことが望ましい

のでしょうか。これらについての模範的な回答は次のようなものかもしれません。

　まず、本研究系の2つの専攻のうちの1つであるメディカル情報生命専攻で

は、例えばビッグデータの解析による疾病原因遺伝子の変異の同定や疾患の

診断など医療に貢献する研究などがあり、先端生命科学専攻では再生医療に

関わる細胞の分化・増殖のメカニズムやゲノム編集に関わる遺伝子発現調節

機構などの研究があるかもしれません。また、研究科内の他の研究系との協力で

は、例えば医療デバイスや医療材料の関連で基盤系と、環境DNAや生物多様

性保全などで環境系の研究室と融合研究を進める、というようなものが考えられ

ます。

　しかし、私は必ずしもこのような現在の潮流に乗った研究だけを奨励すること

に賛成したくありません。月並みですが、それぞれの研究者がその興味のもとに独

自の研究を行って頂くことも大切だと思います。それらのすべてが必ずしも発展し

て将来「人のために」ならないかもしれませんが、その中の一部でもそうであれば

よいのではないかと思います。さらに言えば、その中のごく一部でも将来大きく発

展し、それによって今世紀後半さらには22世紀でも引き続き生命科学の時代と

言われるようになることを願っております。これは多くの基礎研究者が語ってきて

いることですが、やはり実際の国内あるいは学内の予算措置を見ると、どうしても

潮流に乗った研究に多くの教育研究費が注ぎ込まれていることから、敢えてこの

場で「月並みな」意見を述べさせて頂きたいと思いました。

青木不学教授
生命科学研究系長

研 究 系 長 の ことば
生 命 科 学
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World-leading Innovative Graduate Study Program in Proactive Environmental Studies

WINGS-PES

で示しているところがある、ということですね。 
森崎　先回りして課題を解決するということ
でしょうか。
出口　将来を予測してということ？
森崎 そうです。20年後、30年後に多くの問
題が起きるということは今あるデータから予
測できます。ですから、それに合わせて準備を
進めておいて、未来にピッタリ合ったタイミン
グで出す。そういうイメージを持っています。
安澤　積極的に環境に働きかけていく。今、
起きている問題にも、今後起きるであろう問
題にも、両方に対して積極的に働きかけてい
くイメージです。
須藤　自然科学的な意味での環境、つまり
実際におきている現象に対して、自分がそれを

「プロアクティブ環境学」とは
何でしょうか
池田　最初に、とても基本的なことを質問さ
せてください。「プロアクティブ環境学」とは何
でしょうか？ 
出口　多くの教員で議論してつくったものな
んですよ。学生のみなさんがどういうイメージ
をお持ちか聞いてみたいです。どうですか？ 
八木　受動的でなく能動的ということではな
いでしょうか。例えば、授業を受けるだけでは
なく、自分からもインタラクティブに発信し、
行動を起こしていく。そういう意味合いを伝え
たいのかなと思いました。
出口　環境に取り組む姿勢をプロアクティブ

Discussion

どう解釈してアクティブに働きかけ、人間の生
活に役立てていくか、ということかなと思いまし
た。
Duong　人という集団に関するトピックをカ
バーするのが環境学で、事前の問題解決を
目指したものがプロアクティブ環境学でしょう
か。僕の専門のウイルス学では被害を予測す
るのはほぼ不可能ですが、未然に防ぐことを
目指して積極的に働きかける姿勢が必要だ
と思います。　
出口　みなさん、想像力が豊かで、感性がい
い。教授会で説明した時よりもずっと反応が
よくて、すごく嬉しいです。　
　私の専門は環境学の中でも都市計画学
なのですが、20世紀には、公害問題とか、環

WINGS-PES
プロアクティブ環境学国際卓越大学院プログラム（WINGS-PES）のホーム
ページには、プログラムの概要をはじめ、授業の開講情報や、プログラム生募集
情報など、プログラム生やプログラムに興味がある方に向けた情報を掲載してい
ます。また、卓越サロンなどのプログラム生の活動の様子も定期的に紹介してい
ます。プログラム生やプログラム担当者の先生の声も掲載していく予定ですので、
プログラムに興味がある方は定期的にチェックしてみてください。 https://wings-pes.edu.k.u-tokyo.ac.jp

NO.14
プロアクティブ環境学国際卓越大学院プログラム

新領域創成科学研究科が、工学系研究科、情報理工学系研究科、理学系研究科、農学生命科学研究科、学際情報学府等と連携して、
2019年1月に開始した、東京大学「プロアクティブ環境学国際卓越大学院プログラム（WINGS-PES）」。今回は、プログラム責任者である
大崎博之研究科長、プログラムコーディネーターの出口敦副研究科長、そして、未来の「環境知のプロフェッショナル」であるWINGS-PES
第１期生５名が集い、プログラムで何を目指すのか、開始からこれまでのこと、そして未来のことなどを、日本語と英語を自在に行き来しな
がら語り合います。 （司会・聞き手：学術経営戦略支援室URA 池田 泉）

Discussion

「環境知のプロフェッショナル」を目指して
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意味だ？」と、ついつい調べてしまいました。た
だ、データに基づいて将来なり、次の現象なり
を予測しながらやる、というのは、どの分野で
あろうが共通のところです。みなさんは環境学
という大きなベースの中でいろいろな方法論
や考え方を学んでいますが、それらを将来、幅
広く活かしてもらいたいと思っています。
出口　まさに大崎先生が言われたように、他
の分野の研究の方法を理解して、それを自分
の分野に持ち帰って応用して、独自の新しい
研究の方法論を構築していくことができる、そ
ういう研究者になってほしいと思います。その
ための授業科目も立ち上げてます。たとえば、
「異分野研究」など。積極的に他の分野の研
究室のゼミナールに参加して、そこの方法論
を勉強して、それを自分の分野に応用してい
く。すると、そこでいろんなブレイクスルーが起
きる。そういうことを期待しています。
　ただこれも、言うのは簡単ですが、実際は
すごく大変。だから、それをみなさんに挑戦し
てもらって、我々がサポートする。WINGS-
PESは、そういうプログラムなんです。

新領域・柏キャンパスの
教育研究環境

池田　プログラム生になったからこそできた
と思う異分野の体験は、これまでに何かあり
ましたか？
森崎　どの分野でも、同分野の人ならわかる
「これは解決したいよね」という共通の問題

境汚染の問題など、いろんな問題が起きてか
らリアクティブに対応してきました。それに対し
て、将来を予測しながら対応していくのが、プ
ロアクティブという考え方です。最近ビッグ
データ解析とかデータ駆動型って話をします
よね。例えば都市交通で、リアルタイムで車
の移動についてのビッグデータを解析して、
その結果を渋滞予測という形でユーザーに
返し、渋滞という問題を回避する行動を促
す。これは、リアクティブの進化した形ですが、
こういう対応の進化を考える研究者は多いと
思います。他に、いろんなタイプのデータを組
み合わせ、さらに日々進化するシミュレーショ
ン技術を駆使して将来を予測して、環境問題
に予防的に対応していく。そういう意味合い
もあります。
　さらに、今すごく重要ではないかと思うの
は、10年後とか20年後の社会をこういう方
向にもっていかなければいけないという将来
像を構想し、そこからバックキャスティングす
るという、いわば「ビジョン駆動型」のアプ
ローチです。
　つまり「プロアクティブ環境学」とは、様々
なデータ解析技術やシミュレーション技術、
さらに、他の分野の方法を組み合わせて独自
の方法をつくりだし、将来ビジョンをもって環
境問題に立ち向かっていく、そういう願いを
込めた言葉です。
大崎　我 の々分野（超電導工学）ではプロア
クティブということ自体にあまり馴染みがな
かったので、最初に聞いたときには「どういう

意識があると思いますが、異分野だとそれ
が通じない。一からきちんと言葉にして正確
に伝えないといけない。３月の卓越サロンで
はみなさんに自分の研究室に来てもらいま
したけど、異分野の人に対してハプティクス
のデモをしたことはなかったので、理解して
もらうために、自分自身が理解しなおさない
といけないと思いました。
八木　自分の研究室は、設計方法や、建物
がどうやって建っているのかを分解して調べ
るのが専門で、基本的に調査ベースです。だ
から、卓越サロンで森崎君の研究室へ見学
にいったときに、自分で試行錯誤して製品や
システムをつくってアウトプットして、「どうで
す？ 触っているように感じるでしょ」って言わ
れて、「すっげえな、俺も何かつくってみたいな」
という気持ちになりました。
出口　それは、重要ですよね。
八木　テレビで観るような最先端なことを本
当にやってる人がいたよ、みたいな。
出口　それも、同級生がやっているわけです。
そういう人がすぐ隣の建物にいるのが、新領
域のすごいところなのですが、単に刺激を受
けるだけではなく、そうした技術や方法を自
分の研究にもうまく取り入れられる想像力を
もってほしいと思います。
須藤　僕が新領域でまずいいな、と思ったの
は、建物を歩いてて研究室の前に研究ポス

https://www.k.u-tokyo.ac.jp/
exam/wings.htm

新領域創成科学研究科の
学生が申請できるWINGS一覧
2019年4月現在東京大学で実施されて
いる16のWINGSのうち、新領域創成科
学研究科の学生が申請できるのは、
●プロアクティブ環境学国際卓越大学院
プログラム（WINGS-PES）

●宇宙地球フロンティア国際卓越大学院
プログラム（IGPEES）

●「未来社会協創」国際卓越大学院
（WINGS CFS）
●統合物質科学国際卓越大学院
（MERIT-WINGS）
●環境調和農学国際卓越大学院
●数物フロンティア国際卓越大学院
（FMSP-WINGS）
●知能社会国際卓越大学院

の7プログラムです。詳細については、
各プログラムのページをご覧ください。

大崎 博之
研究科長

池田  泉　
学術経営戦略支援室URA 

出口 敦　
副研究科長／WINGS-PESコーディネーター
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Discussion

ターがバーって貼ってあることでした。農学
系で僕がいる建物には研究室が5つぐらい
しかないから。それに建物はどこも広 し々て
いて、雰囲気が違うな、と。面接で初めて来
たときは、企業の研究棟のような印象を受け
ましたね。
出口　柏キャンパス、いいでしょ（笑） これだ
け明るくて、特に、環境棟のように玄関ホール
がこれだけ豊かな建物は全国にもなかなか
ないですよ。
Duong　僕が普段いる白金台キャンパスに
は、学生は多分20人位しかいないんですよ。
全員　え、ほんと？
Duong　所属している研究室で学生は僕一
人。だから、WINGS-PESは他の学生に会う
貴重な経験の場です。それも二つ意味があっ
て、まず一つには、専門が違う学生と会えるこ
と。二つ目は、専門が違う学生同士がきちん
と対話をするということです。授業で専門が違
う学生と会うことがあったとしても、実際に対
話をすることはほとんどないと思うんです。そ

の意味で、WINGS-
PESは白金台学生に
は絶対にオススメで、
後輩にもぜひ応募す
るようにと伝えたとこ
ろです。
須藤　たしかに、普
段、なかなか異分野
に触れない人達だか
らこそ、新領域以外
の学生に来てほしい
なと思う。柏に来な
かったら僕、産総研
の存在も知らなかっ
たです。
安澤　僕も研究室を

探すまで、（所属研究室がある）産総研がつく
ばにあることは知らなかったです。
池田　つまり、「こんな研究をやっている人や
グループがいる」ということ自体を知る新しい
チャンネルになっているということですか？
須藤　僕にとっては、まず、そこでしたね。
出口　やっぱり、チャンネルがないとね。それ
にWINGS-PESは、他の研究分野の存在だ
けではなく、その背後にある、いろいろなタイ
プの先端的な研究所を知るチャンネルにもな
るのだと思います。

大崎　新領域は非常にカバーする分野が広
い上に、いろんな研究機関との連携が実際
にあります。そういうことを知る、いい機会に違
いないでしょうね。

ユニークな講義や経験の機会

池田　みなさんが受けている授業はいかが
ですか。例えば、「Advanced UTSIP」とか。
森崎　いい感じで進んでいます。UTSIP（海
外大学の学部生を対象とするサマーインター
ンシッププログラム）の期間中に自分達でイベ
ントを考えて実行するんです。
八木　最初にアイスブレイクのイベントを実
施して。
森崎　次に、中間発表としてポスターセッショ
ンをするんです。
八木　UTSIP生をグループ分けして、そのグ
ループの中でメンバーが日本でやったことを
発表し合ってもらい、テーマを一つに絞って、
それを全体に向けて発表させるという、ワー
クショップです。
Duong　日程もふくめて、計画自体はほぼ
100％自分たちで決めました。この企画の意
図は、UTSIP生にフラッシュプレゼンテーショ
ンやポスター発表を経験してもらうこと。それ
も、教授たちに間違いを指摘されまくるのでは
ないかというプレッシャー無しで（笑）。
　あら探しではなく共有することが主目的だか
ら、研究の背景や方法をきちんと書いて…、と
いうような基本的な指示を出して、今は、どん
な結果が出てくるかを待っているところです。
八木　必修科目の「Critical Thinking」も
すごい授業をしているんですよ。
Duong　「Critical Thinking」 は素晴らしい
コースで、「批判的思考法」を使って分野の枠
を超えて議論する訓練をするんです。おかげ
で、森崎くんのラボ見学の時も、ハプティクス
や超音波をどうやって医療機器に応用しよう
かということを考えることができました。こうい

うイノベーションって、多くの専門分野の人が
集まる環境でないと生まれてこないですよね。
それに、コースのストラクチャーは、日本人が
普通想像するのとは全然違っていると思いま
す。毎回少人数で、先生とStructured 
Discussionをするんです。自分にとってはこ
のスタイルの教授法はとても効果的で、８時
間のPPTプレゼンテーションよりももっと多
くのことを学べると言ってもいいくらいです。
八木　「考え方」の授業で、先生がその考え
方をもって、僕達と会話してくれるのですごく
勉強になるんですよね。面白いのが授業の成

Discussion
NO.14 プロアクティブ環境学国際卓越大学院プログラム

① 新領域創成科学研究科、工学系研
究科、情報理工学系研究科、理学系研
究科、農学生命科学研究科、学際情報
学府のいずれかの修士1年生で入学か
ら半年以内の者。
毎年7月頃と1月頃に申請を受け付けます。
2019年9月修士入学者対象の学生募集は12
月12日にメールやウェブサイト等で告知予定で
す。

②新領域の修士課程入試の出願者で
UTSIP Kashiwaを既習した者。
申請受付期間は6月と11月です。

2020年度からは、①に列記した研究科の博士
課程進学希望者を対象とした募集を開始する
予定です。

学生募集のパターン
WINGS-PESのプログラム生募集には

次の2パターンあります。

Calvin Duong　
新領域創成科学研究科 
メディカル情報生命専攻 M2

安澤 葉介　
新領域創成科学研究科 
メディカル情報生命専攻 M2

須藤  竜大朗　
農学生命科学研究科 
生物材料科学専攻 M2

666 Discussion Discussion

Duong　 僕もそう思う。ただ、人数が増えて
いったら今と同じことをできるとは限らないよ
ね。僕らがやっていくことをどうやって変化さ
せていったら、人数が増えても、今みたいに
学生一人一人のことを考慮しながらやってい
けるんだろう。今僕たちには、プログラムの哲
学に適っている限り、自分たちが考えたことを
やる自由がある。それはすごいことだし、
WINGS-PESならではだよね。でも、人数が
増えれば何らかのコントールが必要になる。
須藤　5学年あるわけだから、最終的には
50人になる可能性があるんですよね。
出口　その状態になったときに、どんな風に
「プロアクティブ」にやっていくかを今のうちに
考えないといけないですね。
Duong　リアクティブじゃなくてプロアクティ
ブに、ですよね。
八木　将来的には、学年ごとの小さいグルー
プがあって、さらに、それを包含するWINGS
の大きいグループがある、というふうになって
いくんでしょうか。
出口　縦にバサッと、というグループ化もあり
得ますが、東京大学も、盛んにダイバーシティ
ということを言っていて、WINGS-PESもこの
概念を持ち込んで運営していきたいと思いま
す。したがって、学生が大勢になった時にダイ
バーシティとして一番いい機能を果たすような
適正なグループ化を意識してマネジメントして
いかないといけないと思います。
　社会心理学の先生から「マイノリティ・イン
フルエンス」という話を伺ったことがあります。
マジョリティの人達が考えるようなことでは世

の中は動かせない。少
人数だからこそ、非常に
精鋭的な考え方ができ
るし、影響力を持って社
会を動かせていける。だ
から、ある程度の規模を
維持していかないと、議
論が拡散してしまった
り、出てくる答えが平均
化されてしまったりする
と思うんですよ。
大崎　次は、みなさん
方が引っ張っていくこと
になりますからね。大学って、研究に一生懸
命集中すればするほど、研究室や学会の中
で閉じてしまって、受動的にやっていると、他
のいろんなことをやっている人たちが身近に
いても、そのことを知らないで日々過ごしてし
まう。だから、卓越大学院の理念や目的にも
入っているんですけど、こういう機会を利用し
て、知識などを広げていってもらうのが大事
だと思います。研究の本当に深いところは研
究室でやっているわけですから、卓越大学院
では、いろいろな分野で、幅広く通用するよう
な考え方、基本的なものの見方、手法を身に
つけ、人とのつながりを広げていってほしい。
さらにそれを、この5人だけに閉じてしまわず
にどんどん仲間を拡大しながら、うまく活用し
ていってくれるのがいいと思っています。
池田　今年は、卓越サロンに加えて、初めて
のQEや修論提出、博士進学試験と色 な々こ
とが続きますね。
出口　みなさんがビジョンを描き、目を開いて
もらうための場です。楽しんでください。
池田　みなさん、本日はありがとうございま
した。

績の付け方で、成績の付け方を「あなた達が
決めてください」って仰るんです。
全員　え！
Duong　みなさんは驚くけど、僕にはすごく理
に適っているように思えます。だって、いかに
「批判的に思考するか」を教えてきて、最後が
ペーパーテストなんて、せっかくのコースが台
無しになっちゃうでしょ（笑）。
全員　（相づち）
八木　ただ、仮に授業のカタログに書いて
あったとしても、必修科目でなかったら履修し
なかったかもしれない。だから、良い選択をし
ていただいて感謝してます。カリキュラムを見
る目が変わりました。
大崎　周りの学生に、その授業が面白いぞと
いうことを言ったりしましたか。
八木　言ってます。言ってます。それに、僕の
周りには実際に受けたいと言っている学生も

いるんです。ただ、修士課程を出てすぐに就職
する人には受講が難しいと思うんですよね。だ
から、次に入ってくる学生には先に伝えておこ
うと思います。

WINGS-PESのこれから

池田　みなさんはプログラムの第一世代で、
プログラムの将来を左右する存在であるとも
言えます。「WINGS-PESがこうなっていってく
れたらいいな」という希望があれば教えていた
だけますか。
八木　学生のバラエティが増えれば増える
ほど、すごく面白くなると思います。ここにいる
5人でカバーしてない研究分野が、まだまだ
いっぱいありますから。
須藤　5人だったら点でしかないから、もっと
たくさん点を打って、線にしていかないと。
八木　5人でこれだけ面白いんだから、これ
が20人を超えたらどんなに面白いか。

卓越サロン
「卓越サロン」は、プログラム生の研究室訪問や
各自の研究に対する議論をプログラム生・教員
が一緒に行う活動です。様々な分野の最先端
に触れ、異分野間でのコミュニケーションを通
じて、プログラム生同士が互いに刺激し切磋琢
磨する場となっています。各回の様子は、
WINGS-PESホームページに掲載しています。
プログラムの他の科目等についても、ホーム
ページでご確認ください。

森崎 汰雄　
新領域創成科学研究科
複雑理工学専攻 M2

八木 尚太朗　
新領域創成科学研究科　
社会文化環境学専攻 M2
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雑でダイナミカルな現象を理解する
ためには数理モデルが不可欠です。

我々、非線形物理学研究室では、数理モ
デリング、基礎理論の構築、そして理論的
数値的解析を行い、また実験研究者と密
接に協働して、社会に求められている問
題の解決を目指しています。ここでは例と
して時差ボケの理論と実験の研究を紹介
します［Kori et al., Sci. Rep. （2017）］。
　哺乳類の概日時計は視交叉上核と呼
ばれる時計細胞集団によって制御され
ています。マウスでは8時間の前進時差
に対して、一週間から10日程度と非常に
遅い順応過程を示します。このとき、視
交叉上核の時計細胞群の遺伝子発現リ
ズムの位相がバラバラ（脱同期）になるこ
とが実験データから示唆されていました
［Yamaguchi et al. Science （2013）］。
　我々はこの脱同期が遅い順応を引き起
こす原因であり、また、重い時差症候群の
直接的な原因ではないかと考えました。こ
のことを理解するため、視交叉上核の解
剖学的知見、および、正常時と時差時の
遺伝子発現リズムの挙動に基づき、図1の
モデルを構築しました。

　このモデルは特定の時差の範囲におい
て脱同期が起こることを説明します。時差
からの回復には、環境の時間進行から相
対的に見て、位相を進めるか戻すかの2
つの方向があり、時差にはその境目があり
ます。このモデルでは、境目に近い時差を
与えると、振動子1は前進して、振動子2
は後退して時差に順応するということが起
こりえます。このとき、位相差が一過的に
拡大する脱同期が起こります。さらに、大
きな脱同期が起こると、振動子0からの入
力の効果が、振動子1と2の間で逆向きに
働き、実効的に入力の効果が弱って時差
への順応が遅くなります。つまり、脱同期に
よって順応が遅くなります。このように、脱
同期もそれに伴う遅い順応も、与えられた
時差が前進、あるいは後退で合わせようと
するような境目に近いと必然的に起こるこ
とがわかります。時差ボケにおいて重要な
役割を担うこの境目を、我々はジェットラ
グ・セパラトリックス（時差分岐点）と名付
けました。
　我々は、順応に時間のかかる8時間の
前進の時差に対しては、ジェットラグ・セパ

ラトリックスへの接近を防げれば脱同期が
起こらず、また、順応が早くなると考えまし
た。そこで8時間の時差を2日間にわけて4
時間ずつ与えることを考えました（2ステッ
プ時差）。シミュレーションでその有効性を
まず確認し、その後、マウスによる検証実
験で数理モデルと大変似た挙動が現れる
ことが確認できました。図2に見られるよう
に、典型的には、同じ個体のマウスで2ス
テップ時差のほうが順応が早くなります。こ
の２ステップ時差は、日本から米国西海岸
への旅行時に、ハワイに立ち寄って一日過
ごすことに対応します。あるいは、直接米
国西海岸に行く場合も、出発の当日に普
段より4時間早起きすることによっても実現
できます。
　これまでに提案されてきた時差ボケの
理解方法や軽減方法と比較すると、時計
細胞集団の振る舞いを考慮に入れている
点が、本研究の特徴であるといえます。使
用しているモデルの変数は位相という抽
象的なものですが、現象の理解や予測に
威力を発揮できたと考えています。

抽象的な数理の力で時差ボケなどの
身近な問題の解決を目指す 

http://www.hk.k.u-tokyo.ac.jp/
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郡 宏  教授 

複雑理工学専攻
基盤科学研究系 Division of Transdisciplinary Sciences
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図1：モデルの概略と方程式
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図2： 時差を与えたときのマウスの行動（同一個体）。黒の縦棒はマウスの動きの頻度を表す。グレーで網
掛けされた領域ではケージは暗く、それ以外では明るくしている。（a）8時間の前進の時差を一日で
経験した場合。このとき新しい明暗リズムへの順応に10日程度の時間を要する。（b）8時間の前進
の時差を2日に分けて経験した場合。5日から7日程度で順応する。
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https://www.k.u-tokyo.ac.jp/pros/person/naoki_matsumoto/
naoki_matsumoto.htm

たちヒトを含めた多細胞生物は、ウ
イルス、細菌、真菌、寄生虫など多数

の病原体が存在する環境で生存してい
ます。これら病原体や、自身の細胞が変
異して発生したがん細胞から、体を守る
機構として多細胞生物が獲得したのが
免疫というシステムです。免疫システムが
病原体や病原体に感染した細胞、がん
細胞に対して攻撃する場合には、私たち
の体を守ることになりますが、同じ免疫シ
ステムが自己の正常な細胞を攻撃してし
まうと私たちの体は傷ついてしまいます。
したがって、免疫システムにおいては、病
原体、感染細胞やがん細胞と自己の正
常細胞を見分けることがとても重要です。
免疫システムは大きく獲得免疫と先天性
免疫の2つに大別されますが、私は先天
性免疫を担当するNK細胞や骨髄系細
胞がどの様に“正常な自己”を識別してい
るかについて研究を行なっています。
　NK細胞はがん細胞を殺傷する能力を
持つリンパ球です。NK細胞がどうやって
がん細胞と正常細胞を見分けているのか
は長い間謎でしたが、正のシグナルを伝
達する活性化レセプターと負のシグナルを
伝達する抑制性レセプターからのシグナ
ルのバランスによって標的細胞を傷害す
るか否かが決定されていることが明らか
になりました。NK細胞による認識では、特
に抑制性レセプターが重要な役割を果た
しており、NK細胞抑制性レセプターが認
識する“自己”の構造として初めて同定さ
れたのがMHCクラスI分子でした。MHC
クラスI分子は私たちの体を構成する細
胞のほとんどが発現している自己の目印と
も言える分子です。NK細胞抑制性レセ
プターのうち、レクチン様構造を持つ

CD94/NKG2AとLy49Aが認識する
MHCクラスI分子上の領域が同定された
結果、CD94/NKG2AとLy49Aは別々
の部位に結合することが明らかになりまし
た（図1）。CD94 /NKG2AとLy49Aは
類似した構造を持つ分子で、共通する祖
先分子から進化し、MHCクラスI分子と
結合する能力を獲得したと考えられます
が、このことは進化の途上でそのような出
来事が2回独立して起こったことを意味し
ています。また、NK細胞にはKLRG1と
呼ばれる抑制性レセプターが発現してい
ますが、KLRG1が上皮細胞間接着に関
わるE-カドヘリンを認識することが明らか
になりました。E-カドヘリンは上皮細胞の
がん化に伴い発現が低下することから、
KLRG1が上皮がんの監視に寄与してい
る可能性も考えられます。
　全ゲノム配列が明らかにされた結果、
抑制性レセプターは、NK細胞だけではな
く、骨髄系細胞にも発現していることが明
らかになりました。骨髄系細胞の1種であ
る樹状細胞に発現するレクチンレセプ
ターDCIR2はバイセクティングGlcNAc
と呼ばれる特異な構造を持つ糖鎖を認

識することがわかりました（図2）。現在、
その生物学的意義について研究を進め
ています。
　抑制性レセプターのうち、T細胞に発
現しているPD-1やCTLA-4といった分
子は免疫チェックポイントレセプターと呼
ばれ、これらによるリガンド認識を阻害す
る抗体は、がんに対する免疫を賦活化す
る抗がん剤として既に実用化されていま
す。私たちの研究室では、先天性免疫
細胞上の抑制性レセプターを標的とし
た、先天性免疫版の免疫チェックポイント
作用薬の開発を目指しています。

先天性免疫細胞から見た“自己” 
私

松本直樹  准教授

先端生命科学専攻

 FRONTIERSCIENCES VOL.34

生命科学研究系 Division of Biosciences

2

図１： NK細胞抑制性レセプターLy49AとCD94/NKG2AによるMHCクラスI分子の認識

図２： レクチンレセプターDCIR2による
リガンド糖鎖の認識
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タンハイドレート、洋上風力発電、
二酸化炭素海底貯留など、海洋利

用には持続可能な社会の実現に繋がる
高いポテンシャルがあります。一方で、海
には波・風・流れといった自然による外乱
が常に存在しているため、その環境下に
おいて健全に機能するシステム設計が
求められます。例えば普段は穏やかな海
域であっても、台風などが襲来すると
15mを超える波が発生することがありま
す。航行する船舶は荒天を退避すること
ができますが、ガス生産システムや洋上
風力発電システムは一つの海域で10～
20年利用することを前提に設計されるの
で、利用期間中に発生する最悪の環境
条件に耐えられるように設計することにな
ります。では、どれくらいの厳しい自然条
件まで想定すれば良いのでしょうか。日
本周辺海域で厳しい海象条件をもたら
す台風下の波浪の推定について考えて
いきます。
　力学的な根拠に基づいた理論上限値
を合理的に設定できれば理想的ですが、
その推定はとても難しく、可能だとしても
許容できない大きな値になると考えられま

す。そこで過去に経験した事例から、超
低発生確率の分布を統計的に推定する
という手法がとられます。海洋構造物の
設計ルールでは年発生確率10-2（100年
に一度相当）や10-4（10000年に一度相
当）の設計波高を用いますが、こうした長
期間の観測データは存在しないので、極
値推定には外挿するための知恵が必要
になります。またデータ取得は該当海域を
台風が通過する年数回程度のみと非常
に少ないこと、また厳しい環境下での観
測データや波浪推算モデル結果は平穏
時より精度が下がることが予想されます。
このように質と量に課題を持つ波浪データ
からの極値統計解析に取り組むので、推
定結果には大きな不確実性が伴います。
　ここまで極値波浪解析の難しさについ
て述べてきましたが、その難しさに挑戦す
る科学について紹介します。まず統計的
外挿問題を解くために「極値理論」を用
います。極値理論とは標本の極大値の
漸近挙動に関する理論で、平均や分散
の漸近挙動を示す中心極限定理を連想
するとわかりやすいと思います。その漸近
挙動を用いた推定モデルを構築し、極値

推定量とその不確実性を定量化していき
ます。日本周辺海域のように観測データ
が不十分な海域では不確実性が非常に
大きいため、空間統計などの手法を応用
して不確実性を低減する研究にも取り組
んでいます。
　不規則な自然現象を相手にしている
以上、推定の不確実性がなくなることは
ありません。通常、設計ルールでは安全
率により推定誤差に対する健全性を担保
していますが、海域により推定の不確実
性の大きさも様々なので、安全率のような
画一的な対応ではなく、不確実性の大き
さやシステムの持つリスクをケースバイ
ケースで捉えたシステム設計が必要にな
ると考えています。極端な例ですが、破
損時の影響が限定的なシステムについて
は積極的に破損を許容することで経済
的合理性を実現するという選択もあるの
ではないでしょうか。海洋は恩恵をもたら
すと同時に、ExtremeでUncertainな
自然の猛威が発揮される場所でもありま
す。リスクのない海洋開発はなく、積極的
にリスクに向き合うための科学が求められ
ています。
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海のExtremeとUncertaintyを科学する
メ

空間統計を利用した極値波浪解析を実施した場合の100年再現期間波高海域毎に極値波浪解析を実施した場合の100年再現期間波高

和田良太  講師

海洋技術環境学専攻

https://www.k.u-tokyo.ac.jp/pros/person/ryota_wada/ryota_
wada.htm
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然災害が発生すると、脆弱な立場
の人たちほど、大きな被害をうけ、より

一層貧困に陥ります。そして、さらに脆弱
な立場に追いやられてしまいます。脆弱
な立場から抜け出せないこのメカニズムは
「貧困の罠」と呼ばれています。質の高
いインフラや十分な資金を持たない途上
国の農村コミュニティで暮らす人たちはこ
のような立場にあるといえるでしょう。
　2015年にネパールで発生したゴルカ地
震においても農村コミュニティを中心に大
きな被害が発生しました。発災から3年以
上経っても、家畜小屋やトタンで作られた
簡易住宅で生活を続け（図1）、苦しい生
活から抜け出せていない人たちもいます。
このような悪循環を断ち切るため「Build 
Back Better（より良い復興）」を推進す
ることが求められています。災害からの復
興段階において、次の災害の発生に備え
て、強靱性を高める対策を行おうという考
えです。その対策の一つとして、耐震性の
高い住宅を再建することが挙げられます。
近年の住宅再建支援では、政府や支援
団体が住宅そのものを支給する直接供給
（donor-driven）方式から、補助金や建
設資材を支給し、住民が建設プロセスに
積極的に関与することを必要とする間接

供給（owner-driven）方式にシフトしつ
つあります。ネパールにおいても間接供給
方式がとられ、住民が主体となり住宅再
建が進められています（図2）。したがっ
て、住民の主体的な行動が復興において
鍵となるため、その行動を促すメカニズム
の理解が重要となります。
　私たちの研究グループでは、被災住民
が、発災直後から、外部から提供される
情報や支援、また周囲の環境の変化に
どのように対応し、住宅再建を行うことが
できたのかを、フィールド調査を通じて明
らかにしようとしています。また、物的資本
や金融資本が豊富に存在しない農村で
は、地域コミュニティがもつ社会ネットワー
ク（社会関係資本）に着目することも重要
だと考えています。情報提供に関して言
えば、発災直後から、復興に関する多様
な情報が多様なステークホルダーから被
災者に提供されますが、情報の内容に応
じて、利用する社会ネットワークを変えるこ

とが、住民が情報を咀嚼する上で重要で
しょう。例えば、次なる災害のリスクといっ
た科学的な情報は、外部のNGOや政府
スタッフが直接伝える方が、情報の曖昧
さをなくして伝えられるかもしれません。そ
の土地に根付く再建技術などのローカル
な情報は、現地のリーダーや隣人を介し
て伝える方が良いのかもしれません。復
興過程における社会ネットワークの役割
についての研究も進めています。
　一方で、フィールド調査では、少数では
あるものの、問題の本質に関わる深い情
報が得られるのも事実です。量的データ
だけでなく、調査で得られる質的な情報
も用いた方法論の開発にも関心がありま
す。近年、ビッグデータ解析がブームと
なっていますが、被災農村コミュニティな
どは、そもそもビッグデータの得にくい地
域です。量的なデータだけでは対処しき
れない課題を抱える地域に寄り添えるよう
な研究をしていきたいと思います。
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より良い復興を目指して

https://sites.google.com/site/hitomukotani/

小谷仁務  助教

国際協力学専攻

自

図2：地域住民も関わる住宅再建

図1：トタンで作られた簡易な住宅
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光、箱根、瀬戸内海、知床、屋久
島、奄美大島…日本には風光明媚な

場所がたくさんあります。これらはいずれ
も国立公園に指定され、その美しい風景
や生物多様性を保護しながら、適
切な利用を推進することが定めら
れています（自然公園法1条）。一
方、ニュースなどで報道されている
通り、富士山や屋久島、慶良間諸
島海域など、日本各地の国立公園
では、混雑や過剰利用が問題と
なっています。近年は、世界自然遺
産登録を目指す奄美大島のアマミ
ノクロウサギや西表島のイリオモテ
ヤマネコといった夜行性の動物を
見るためのナイトツアーが増加する
と同時に、これらのロードキル（輪
禍）も増加しています。本末転倒と
しか言いようのない状態が生じてい
るにもかかわらず、日本では、効果
的な利用ルールの策定が遅 と々し
て進みません。一体なぜでしょう？
　私は、その理由として、次の点を
論じてきました。第一に、複雑な土
地所有制度と重複した法制度に伴
う多様な利害関係です。アメリカや
カナダのように国有地を専用する
国立公園とは異なり、日本は、土地
要件を問わない「地域制」という
仕組みを取っています。管理者で
ある環境省の所管する土地は国立公園
全体の0.4％に過ぎず、約60%は林野庁
の国有林、約25%が私有地です。必然
的に多様な法制度が複雑に絡み合う構
造を有するため、規制を導入するには、
地権者はじめ利害関係者の同意が必要
ですが、その調整が容易ではありません

（例えば、富士山の八合目から上は浅間
大社の私有地です）。
　次に、弱い政府です。国立公園あたり
の職員数を比較すると、日本同様に地域

制を採用するイギリスや韓国では、国立
公園あたり50-230名の職員がいるのに
対して、日本は平均6名しかいません（う
ち正職員は3名）。さらに、イギリスの国
立公園では、保全と利用の利害が衝突
する場合には保全を優先することを明記
した「サンドフォード原則」（環境法62条）

がある一方、日本の自然公園法4条や自
然環境保全法3条には、「国土の開発そ
の他公益との調整」が明記されており、
環境法の分野では「開発調和原則」と

批判されています（公害対策基本
法に定められた「調和条項」は、
1970年の公害国会で争点となり、
削除されました）。つまり、日本の国
立公園は、ルールを策定するため
に、多大な取引費用を要する一
方、それに見合うだけの行政資源
や権限が割り当てられていないの
です。
　そこで、国立公園の観光活動か
ら利益を得ているエコツアーガイドや
観光協会、地方自治体等は、組合
や協議会などを組織し、「自主ルー
ル」を策定することで、観光資源の
持続的利用を試みようと努力します。
しかし、自主ルールでは拘束力がな
いため、フリーライダーの問題を克
服することができず、ルールが形骸
化する悪循環が見られます。
　私は「適切な規制を行えば、自
然が守られ、利用体験の質も向上
する。また、観光客数が安定するこ
とで、地域の発展にも寄与する」と
いう仮説にたち、複数の異なる政
策手法を採った際の合意形成・実
施過程における取引費用とガバナ

ンスの構造について研究を行っていま
す。自然資源の規模や性質、利害関係
者の構造、行政資源（人員や予算、権
限、情報、専門性、裁量など）などを多角
的に考察することで、いかなる場合に、い
かなる政策を採ることが適切か、実践的
な意義も有する研究だと考えています。
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自然を守り、楽しむためのルールのカタチ
日

知床国立公園「知床五湖」
知床五湖は、自然公園法に基づく利用調整地区に指定され、適切
な利用が行われている稀有な事例です。導入できたのは、地権者
（財務省と斜里町）の同意を得ることが容易だったためです。

沖縄県真栄田岬「青の洞窟」
SNSなどの影響もあり、自然保護地域の外でも観光客が急増し、
自然環境や安全を脅かす場所が増加しています。国立公園外にも
適用できる制度として、沖縄振興特措法に定められる保全利用協
定に着目をしています。同制度を離島振興法等に適用できないかも
検証しています。

田中俊徳  准教授

サステイナビリティ学
グローバルリーダー養成大学院プログラム

https://www.k.u-tokyo.ac.jp/pros/person/toshinori_tanaka/
toshinori_tanaka.htm
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交通の研究には様 な々アプローチがありますが、経済学
的手法を用いて要素の因果関係を整理したり、定量的

に交通事業の社会経済的影響を評価したりすることもその一
つです。私は交通と都市の相互作用について興味を持ってお
り、 （1）都市圏の経済的競争力と都市圏内交通の効率性、
（2）社会的弱者の交通制約とその社会経済的影響、という二
つの対照的なテーマについて実証研究を行っています。
　近年、都市圏間での生産性の高い企業
や高技能労働者の誘致競争が激しくなって
いますが、交通の利便性は企業立地選択
において重要な要素の一つです。例えばア
マゾンが2017年に発表した、第二本社設
立候補地の公募条件は「人口100万人以
上の大都市圏で、空港と高速道路と公共
交通へのアクセスが良いこと」かつ「高技能
労働者を十分に惹きつけるような（魅力ある）
都心もしくは郊外」でした。情報技術が発達
した現代においても顔を合わせたコミュニ
ケーションの必要性は高く、都市圏間及び
都市圏内を効率的に移動できることはこの
ような企業を誘致する際には重要な条件です。
　企業の集積は生産性の向上をもたらすとされているため、
大都市への集積を作り出すことは都市計画者として望ましい
面もあります。しかしながら、集積に伴う混雑の問題を軽減しつ
つ集積利益を享受する方法は明らかではありません。ある都
市は中心部の高密化と公共交通の増強を試みていますし、ま
た他の都市は道路混雑で疲弊しつつあった郊外雇用集積
地に、公共交通の導入を試みています。私のこれまでの研究
では、アメリカの都市圏内での雇用集積分布の変遷及び都
市圏間の栄枯盛衰を通して、都市圏の経済的競争力を強化

するような交通の在り方を考えています。
　生産性の高い企業や高技能労働者の誘致を通して都市
圏総体としての経済力を向上することも重要な課題ですが、そ
の陰には貧困や格差に苦しむ社会的弱者もいます。自動車の
普及が著しい先進国の中でも、移民や低所得者、特に女性・
子供・高齢者は、交通面で様 な々制限に直面していて、それ
が就業状況や賃金、社会活動に対して影響を与えています。

　例えばアメリカのヒスパニック系移民内で
は、女性は運転者になる確率が男性よりも著
しく低く、運転できるとしても家庭内で自動車
使用の優先順位が低い状況にあります。ア
メリカ諸都市のような自動車依存が進んだ
都市においてはこの影響は大きく、ヒスパニッ
ク系移民女性は就業機会や教育機会への
アクセスが著しく制限され、男女間の経済格
差の固定化を招いているとされています。私
の研究では、彼女らが実際にどうやって必
要な移動を行っているのか、どの程度経済
的損失が発生して、そしてその子供たちの
交通行動にどのような影響があるのかにつ

いて分析を行っています。
　二兎を追うような状況ではありますが、都市全体の経済発
展と合わせて弱者の問題
を忘れずに考えていきたい
と思っています。

系 譜D e s c e n t  
o f  

F ro n t r u n n e r

フロントランナーの

交通を通して見る、
都市の光と影

神戸大学 経済経営研究所  准教授
環境学専攻 社会文化環境コース  2004年3月修士課程修了
最終学歴：Doctor of Design (Harvard University) 2008年11月

松尾美和

Descent of  Frontrunner

アメリカにおけるヒスパニック系移民の自動車
利用可能性の男女差

アトランタ都市圏内で高所得労働者への
アクセスが高い地域の分布

アトランタ都市圏内で成長率が
高い郊外雇用集積地（著者撮影）

https://www.rieb.kobe-u.ac.jp/faculty/corporate_compe/m_matsuo.html

13



学会参加報告

小倉拓郎 
社会文化環境学専攻
博士課程3年

https://researchmap.jp/geoguraphy/

for

2018 AGU Fall Meeting
での研究発表

　北京で食べられる美味しい料理と言ったら、最
初に思い浮かべる料理は何でしょうか。多くの
人々が北京ダックと答えるでしょう。しかし、北京
ダックのような高級な料理は毎日食べられるもので
はありません。そのため、北京で日常的に食べられ
ている朝・昼・晩の3食について、紹介致します。
　北京料理は山東料理の影響を色濃く受けて
いて、麺の料理が多いです。朝ご飯は、豆花と
ワンタン、ふわふわとした肉まんをよく食べます。
夏は、昼ご飯はトマトと卵の麺や、刀削麺、いん
げんの焼きそば、ニラと卵のおやきなど、サラリー
マンに人気がある料理があります。午後3時か
ら3時半の間には、北京で「三元梅園」と呼ば
れる人気のデザートのお店があります。アイスク
リームもいいのですが、ぜひ試してもらいたいの

が、北京の伝統のミルク菓子「ナ
イ・ラオ」です。ミルクを原料にし
たヨーグルトのようなお菓子で、

もともとは北京の宮廷で食べられていたものと言
われています。日本語で「醍醐味」とよく言いま
すが、この「醍醐」という意味は、辞書をひいて
みると「牛乳を加工して得られる、最も美味なる
もの」と出てきます。これは「ナイ・ラオ」のことを
指しているという説もあります。他にも、サンザシ
炒めも伝統的なお菓子で、見た目がきらきらとし
ていて、透明で甘酸っぱいです。北京の夏は暑
すぎるので、晩ご飯は簡単にできる料理、ジャー
ジャー麺、ごまみそ麺の料理が多いです。もう1
つ欠かせない料理はタチウオの煮つけだと思い
ます。タチウオの煮つけを作るとき、骨が食べら
れるほど柔らかくしたほうが美味しいです。
　来日した後、「こどもの日」に研究室の人たち
と先生の家でホームパーティをしました。そこで、
日本人にも人気がある中華料理を持っていきた
いと思いまして、簡単に作れる麻婆豆腐を作りま
した。ここで、本格的な麻婆豆腐の作り方を紹

介致します。材料としては、豚のひき肉、豆腐、
四川料理の調味料（甜麵醬、豆板醬、ラー油）、
「花椒」という香辛料、唐辛子です。まず、豆腐
を1.5センチ角くらいに切ります。そして、沸騰し
たお湯に切った豆腐を入れます。ひと煮立ちし
たら、豆腐を出します。厚めのフライパンに油を
いれ、唐辛子と花椒を入れます。花椒の色が赤
から少し黒くなります。少し黒くなったら、唐辛子
と花椒を取り出します。そして、鍋に豚肉を入れ
て、調味料を入れて混ぜて炒めます。麻婆豆
腐を作るのに大事なものは花椒と唐辛子の味
です。花椒と唐辛子の味がもっと強くなるように、
麵棒で先ほど取り出した花椒と唐辛子をちゃん
と潰して置いておきます。後は、豆腐を鍋にい
れ、強火で崩れないように大きく混ぜます。潰し
た花椒と唐辛子をもう一度鍋に入れて混ぜま
す。できた後、土鍋に入れても、お皿に盛っても
大丈夫です。ご飯と一緒に召し上がれます！

from留学生の窓

北京で日常的な
朝・昼・晩の3食

劉金雨 （Liu Jinyu）
社会文化環境学専攻
博士課程2年

　アメリカ合衆国・ワシントンD.C.で開催された
2018 AGU Fall Meet ing （12/10～12/14）
に参加しました。本学会は、American 
Geophysical Unionが主催する世界最大
級の地球惑星科学関係の連合大会です。
私は、地形学の研究と教育・アウトリーチに
関する研究を両立する形で博士論文に関す
る研究を進めているため、私にとって発表
するには非常に適した学会でありました。

　私は、小型無人
航空機（ドローン）
や地上レーザ測量
由来の高頻度・高
解像度な地形情
報を用いた地球科
学教育の実践に

ついて研究発表を行いました。日本の地球
科学教育において、地形変化のメカニズムを
学習する環境は十分に整っておらず、用語
の暗記に終始してしまう学習がしばし見られ
ます。そこで、私や連名で発表した他の研究
者たちが定期的に取得している地形情報を
もとに教材を作成し、小学生への授業実践
や地形学習の単元への理解度評価を行い
ました。動画や静止画、3Dプリンタを活用し
た授業実践は、世界各国の研究者にも興味
を持っていただき、教材の改良やその先の
授業実践を見据えた有意義な議論ができま
した。
　また、この学会で初めて知り合った海外の
研究者が、私の研究や連名の研究者との共
同研究について興味を持ってくださり、2019

年2月に日本へ
足を運んでくださ
りました。その中
で、実際に地形
情報を取得して
いる現地の見学
や、私の共同研
究者を交えた議
論を行うことがで
き、新たな研究
発展の可能性も
広がりました。
　最後になりましたが、本海外出張において
平成30年度大学院新領域創成科学研究
科学術研究奨励金のご支援を賜りましたこと
をここに御礼申し上げます。

学会後に訪日されたDr. Vincent 
Tong氏（UCL:写真右上）。石川
県にて筆者（写真左上）、現指導教
員の早川裕弌氏、元指導教員の
青木賢人氏（写真中央上）と議論
を行った。その後柏へ移動し小口 
高氏（写真右下）、山内啓之氏（写
真左下）と打ち合わせ。

デザートのナイ・ラオ

できた麻婆豆腐

Cross Story

ポスター前で発表中
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● 平成30年度 新領域創成科学研究科長賞授与について

　この制度は、東京大学大学院新領域
創成科学研究科に在籍している学生を
対象として、学業、国際交流、地域貢献
の各分野において顕著な功績等のあっ
た個人又は団体を讃えることを目的とし、
平成18年度に創設されました。平成30
年度新領域創成科学研究科長賞は審
査の結果、学業部門 修士課程12名、
博士課程11名が選出され、それぞれに
記念楯が授与されました。

● 平成30年度 東京大学学位記授与式

（写真撮影：尾関裕士）

　平成31年度東京大学大学院入学式が2019年4月12日
（金）14：00～日本武道館において開催されました。五神総
長および人文社会系研究科長から式辞が述べられました。
続いて来賓のヘンシュ貴雄国際高等研究所ニューロインテリ
ジェンス国際研究機構長から祝辞をいただきました。新領域
創成科学研究科の入学者は、修士課程368名、博士課程
93名、合計461名でした。

● 平成31年度 東京大学大学院入学式

（写真撮影：尾関裕士）

新領域創成科学研究科長賞受賞者一覧

新領域創成科学研究科長賞（修士） 新領域創成科学研究科長賞（博士）

　平成30年度東京大学学位記授与式が2019年3月25日
（月）9：00～大講堂（安田講堂）において開催されました。
新領域創成科学研究科からの代表者は修士課程 横山稔
之さん、博士課程 盧 永建さんでした。五神総長から各研究
科の代表者に学位記が授与された後、告辞が述べられまし
た。新領域創成科学研究科の修了者は、修士課程356
名、博士課程73名、合計429名でした。

専　攻 学生氏名

物質系 森本剛史

先端エネルギー工学 中村友祐

複雑理工学 勝又秀一

先端生命科学 平田恵理

メディカル情報生命  坪山幸太郎

自然環境学 小林元樹

海洋技術環境学 盧　永建

専　攻 学生氏名

環境システム学 
  Disni Sanjeewani Gamlath Gamaralalage

人間環境学 横澤宏紀

国際協力学 李　根雨
サステイナビリティ学
グローバルリーダー養成
大学院プログラム
  Ma. Laurice Preciado JAMERO

専　攻 学生氏名

物質系 岩﨑祐昂

先端エネルギー工学 布施空由

複雑理工学     手嶋毅志

先端生命科学 久保健一

メディカル情報生命  横山稔之

自然環境学 長谷川万純

海洋技術環境学 金澤元泰

専　攻 学生氏名

環境システム学 押味良太

人間環境学 鈴木健太

社会文化環境学 Tiffany Joan Sotelo

国際協力学 吉岡　渚

サステイナビリティ学
グローバルリーダー養成
大学院プログラム
 別所あかね  
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●  20周年基金の寄附のお礼

　新領域創成科学研究科創立20周年記念事業の一環と
して、「新領域創成科学研究科20周年基金」を設立しまし
た。これまでに、個人および団体から192万5千円の寄附金
が集まっており、ご寄附をいただきました方々にあらためて深く
御礼申し上げます。今回ご寄附いただいた浄財は、日本人学
生・留学生の修学支援、研究教育環境の整備、未来の科
学や産業の基礎となりうる学融合的シーズ調査・研究の推
進、大学の知を新しい社会構築につなげる地域連携プロジェ

クトの推進、SDGsの実現につながる各種プロジェクトの推
進に有効活用いたします。未知の分野を開拓し、研究と教育
を高い水準で維持・発展させていくためには、安定的な財源
が必要であり、そのための寄附文化の醸成は、本研究科の
重要な課題となっております。寄附金の受付は本記念事業
の終了後も継続しますので、ぜひ引き続きのご協力をお願い
いたします。

● 柏キャンパスサイエンスキャンプ2018

　本学教養前期課程1・2年生を対象とした3泊4日の研究
室体験プログラム「柏キャンパスサイエンスキャンプ」（KSC）
が、2019年2月12日から3月8日の間、「宇宙」「物性」「環
境」「生研」「エネルギーとマテリアル」「大気と海洋」「生
命」の7コースで開講されました。
　KSCは、新領域創成科学研究科、大気海洋研究所、物
性研究所、宇宙線研究所、生産技術研究所が共同実施す
る部局横断プログラムです。柏キャンパスで最先端研究を体
験することにより、研究者としての基礎トレーニングを積むとと
もに研究者としての人生を考える機会を提供するもので、理
科生だけでなく文科生が履修できるプログラムも多数開講さ
れています。
　2018年度のKSCでは、定数を超える応募者から抽選で
選ばれた121名（うち、文科生3名）が、4名程度の小グルー

プに分かれて31の研究
室に配属され、実習に取
り組みました。各コース
では、KSCをサポートす
る大学院生や若手研究
員との交流の機会や、
遠隔システムを用いた海外研究者からの夜間講義、そして成
果発表会など、工夫を凝らしたプログラムが実施されました。
　受講した学生からは「短い期間で研究の一連の流れを経
験でき楽しかった」、「高度な研究施設の見学や大型の実験
設備を使えたのは貴重な経験だった」、「TAさんとのやりとり
がとても有益だった」などの好評価が寄せられています。
2019年度のプログラムは、2020年2～3月に開講する予
定です。

プログラムでは柏キャンパスにある大型研究設備の見学もできる 環境コースの発表会の様子。短期間で成果をまとめるのは大変だが
貴重な経験となる

一日中実習に取り組むことができるのも
KSCならでは

【柏キャンパスサイエンスキャンプホームページ】 https://www.k.u-tokyo.ac.jp/ksc/
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広報委員長  中山幹康◆◆  編 集 後 記  ◆◆

● 2019年度新歓BBQ大会

　2019年4月25日（木）、柏キャンパス恒例の新入生歓迎
会―通称、新歓BBQ大会―が開催されました。本会の準備
は、３月末に結成された新入生歓迎会実行委員が、４月大半
を費やした末に完遂されます。しかし、その尽力もおよばない
事項があります。雨天中止です。ここ数年は快晴に恵まれて
きましたが、過去には豪雨や突風による辛酸を舐めたことも
少なくありません。当日、天気予報は夜からの雨を伝え、正午
においても霧雨がつづく状態です。４月から研究科長に就任

された大崎研究科長に、就任早々から難しい決断を迫る形と
なりました。短くも深い論考の末、最終的に研究科長から決
行の判断がくだされました。そして、その後、予報を覆して天
候は急回復を、開会時には青空までがのぞき、多くの新入
生・学生・教職員が交流を深めました。新領域創成科学研
究科の新しい２年間は、幸先の良い「英断」からスタートした
と感じます。（先端エネルギー工学専攻 准教授／2019年
度新入生歓迎委員会実行委員長 小泉宏之）

タイムカプセル封入の様子。

本年度の広報委員長を拝命した中山です。本号から「創成」に関する連絡先（本ページ右下）を総
務係から広報室に変更しました。広報室の機能を強化すること、広報室を組織として確立すること、
より上質なサービスを提供することが、広報室の当面の目標です。連絡先の変更もその一環です。
昨年度末から本年度当初に掛けて、予期していなかったスタッフの退職があり、新年度に際しての
「研究科ウェブサイト改訂」など広報室の活動に大きな支障が生じました。総務係の佐藤専門職員
の献身的な努力により何とか破綻を防ぎ得たのが実情でした。広報室のスタッフが充足され定常的
な運用に帰したのは6月に入ってからでした。そのような大波に見舞われながら、座談会については
学術経営戦略支援室の池田特任研究員から全面的な御支援を頂戴するなど、多くの方からの御
助力により作成し得たのが本号の「創成」です。関与された方々に改めて深く感謝申し上げます。

編集発行／東京大学大学院新領域創成科学研究科
広報委員会委員長／中山幹康（国際協力学教授）　副委員長／小野亮（先端エネルギー工学教授）、
委員／佐々木裕次（物質系教授）、小野亮（先端エネルギー工学教授）、高坂洋史（複雑理工学講師）、
小嶋徹也（先端生命准教授）、佐藤均（メディカル情報生命准教授）、寺田徹（自然環境学講師）、
早稲田卓爾（海洋技術環境学教授）、愛知正温（環境システム学講師）、福井類（人間環境学准教授）、
岡部明子（社会文化環境学教授）、中山幹康（国際協力学教授）
新領域創成科学研究科 篠田惠美（事務長）、新領域創成科学研究科総務係／清水正一（副事務長）、
佐藤弓子（専門職員）、広報室／高田陽子、岡本真由子、野田茂

発行日／令和元年9月９日
デザイン／凸版印刷株式会社
　　　　梅田敏典デザイン事務所　
印 刷／株式会社コームラ

連絡先／東京大学大学院新領域創成科学研究科広報室
〒277-8561 千葉県柏市柏の葉 5-1-5
TEL：04-7136-5450／FAX：04-7136-4020
E-mail：info@k.u-tokyo.ac.jp

●  創立20周年記念 タイムカプセル

　新領域創成科学研究科２０周年記念事業の一環として、タ
イムカプセルが企画されました。「２０年後の未来予測」と題さ
れたこの企画では、「２０年後に発展あるいは新たに生み出さ
れると予測される科学技術、もしくは人文社会科学の概念・理
論」について、研究科に所属する現役の先生方に、それぞれ
の専門分野の立場から検討していただき、その予測内容を紙
媒体と電子媒体（M-DISCと呼ばれる米国Millenniata社

が開発した耐久性を高
めた光ディスク）に記録
したものをタイムカプセ
ルに収めました。このタ
イムカプセルは直径
２７cm、高さ６０cmほ
どの金属製の気密容
器です。タイムカプセルは研究科長室に設置されることになり、
昨年１２月１８日には研究科長室にて、タイムカプセルの封入セ
レモニーが行われました。封入物の保存をより確実にするた
め、カプセルは内部を不活性ガス（アルゴンガス）で満たした状
態で封止しました。タイムカプセルの開封は新領域創立４０周
年にあたる２０年後を予定しています。開封時には予測をして
頂いた先生方にお越し頂き、予測の当否についてのコメントを
頂くことを予定しております。はたして、先生方の予測は当たっ
ているのでしょうか。２０年後の開封が今から楽しみです。

研究科長室に設置されたタイムカプセル。
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日本化学会新領域ナノスケール
分子デバイス 講演優秀賞（学生対象） 今井みやび（D3）

東京大学物性研究所 東京大学物性研所長賞・ISSP学術奨励賞 冨田崇弘（特任助教）
高分子学会 NMR研究会 NMR研究会 ポスター賞 青木岳也（M2）
J-Physics平成30年度領域全体会議 最優秀ポスター賞 肥後友也（特任助教）

日本ゴム協会 日本ゴム協会2018年年次大会 
優秀ポスター賞 保田侑亮（D1）

高分子学会 第67回高分子学会年次大会 
優秀ポスター賞

青木岳也（M2）、
吉岡瑠以（M1）

European Material Research Society Poster Prize 山下　侑（D3）
21st International Conference 
on Magnetism 2018 （ICM2018） Best Poster Award 肥後友也（特任助教）

日本光生物学協会 第4回日本光生物学協会奨励賞 井上圭一（准教授）
日本物理学会領域7 領域7学生優秀発表賞 浅田和規（M2）
第12回プラズマエレクトロニクス
インキュベーションホール 優秀ポスター賞 新田魁洲（M1）

シクロデキストリン学会 第35回シクロデキストリンシンポジウム
優秀発表賞 上沼駿太郎（D2）

分子科学会 第11回分子科学会奨励賞 上田　顕（元助教）
日本物理学会 日本物理学会第13回若手奨励賞 渡邉峻一郎（特任准教授）
日本熱電学会 学術講演会 優秀ポスター賞 飛田一樹（D2）

応用物理学会 第45回（2018年秋季）応用物理学会
講演奨励賞 山下　侑（D3）

日本バイオマテリアル学会 優秀研究ポスター賞 Surachada Chuaychob （D2）
一般財団法人 エヌエフ基金 研究開発奨励賞 池田暁彦（助教）
日本表面真空学会 講演奨励賞（スチューデント部門） 木村謙介（D2）

分子シミュレーション研究会 第32回分子シュミレーション討論会
優秀ポスター賞 保田侑亮（D2）

日本MRS 第28回日本MRS年次大会奨励賞 榊原教貴（D2）
日本中性子科学会 日本中性子科学会第18回年会 ポスター賞 長谷川舜介（M2）

公益社団法人 高分子学会 Best Presentation Awards 呉羽拓真
（日本学術振興会特別研究員）

高分子学会 高分子ゲル研究会 第30回高分子ゲル研究討論会 
優秀ポスター賞 保田侑亮（D2）

日本MRS 第28回日本MRS年次大会奨励賞 眞弓皓一（特任講師）
島津科学技術振興財団 2018年度島津奨励賞 杉本宜昭（准教授）
日本物理学会領域7 領域7学生優秀発表賞 北尾貴之（M1）
The American Physical Society （APS） Outstanding Referee 岡本　博（教授）
風戸研究奨励会 第12回 風戸賞 杉本宜昭（准教授）

応用物理学会 第46回（2019年春季）
応用物理学会講演奨励賞 山村祥史（D2）

2018年度量子ビームサイエンフェスタ 学生奨励賞 石原正輝（M2）

日本物理学会 第74回年次大会（2019年） 
日本物理学会学生優秀発表賞 今井みやび （D3）

日本物理学会 第13回日本物理学会若手奨励賞（領域8） 酒井明人（助教）
日本物理学会 学生優秀発表賞 岩崎祐昂（M1）
日本物理学会 日本物理学会論文賞 瀧川　仁（教授）他4名 
日本物理学会 日本物理学会学生優秀発表賞 片岡亨太 （D2）

文部科学省 平成31年度科学技術分野の
文部科学大臣表彰 科学技術賞 芝内孝禎（教授）

文部科学省 科学技術賞 柴山充弘（教授）

文部科学省 平成31年度科学技術分野の
文部科学大臣表彰　若手科学者賞 三輪真嗣（准教授）

日本化学会 日本化学会第99春季年会 学生講演賞 上沼駿太郎（D3）

日本表面真空学会 2018年日本表面真空学会学術講演会
講演奨励賞 スチューデント部門 川上直也（D3）

CEMS Symposium on Emergent 
Quantum Materials JPSJ Poster Prize 平井大悟郎 （助教）

公益社団法人 高分子学会 高分子研究奨励賞受賞者 Li Xiang（助教）

高分子学会関東支部 Presentation Award at the 1st G'L'
owing Polymer Symposium in Kanto

Benjamin Le Ouay
（特任助教）、北尾岳史（助教）

先
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IEEE ITEC Asia-Pacific 2018 Best Paper Award

Katsuhiro Hata（1st author）
［1］（D3）、Takehiro Imura［2］
（Project Lecturer）、Takehiro 
Imura［2］（Project Lecturer）、
Hiroshi Fujimoto［3］
（Associate Professor）、
Yoichi Hori［3］ （Professor）

the International Council on 
Electrical Engineering Best Oral Presentation Award Hiroki Tanaka（田中大幹 M1）

Hao Zhang（張　昊 M2）

ICAT 2018 Best Paper Award
Hiroyuki Fuse（1st author）
（M2）、Hiroshi Fujimoto 
（Associate Professor）

電気学会 平成30年産業応用部門論文賞
兼松正人（1st author）［1］ 
（論文投稿時D3）
藤本博志［2］（准教授）

静電気学会 第42回全国大会プレゼンテーション賞 石崎　啓（M2）
International Electrotechnical 
Commission Thomas A. Edison Award 大崎博之（教授）

Division of Plasma Physics, 
Association of Asia Pacific 
Physical Societies

2018 U30 Scientist and Student 
Award Naoki Sato （D3, JSPS PD）

静電気学会 第20回春期講演会プレゼンテーション賞 石崎　啓（M2）

SAMCON2019 Outstanding paper award

Yuma Yazaki（1st author）［1］
（D3）、Wataru Ohnishi［2］
（Research Associate）、
Takehiro Imura［2］（Project 
Lecturer）、Hiroshi Fujimoto［3］
（Associate Professor）、Koichi 
Sakata［4］、Atsushi Hara［4］、
Zhaoxiang Chen［4］、
Kazuhiro Yokoyama［4］、
Kazuhiro Suzuki［4］、Hiroshi 
Fujimot（Associate Professor）

自動車技術会 大学院研究奨励賞 布施空由（1st author） （M2）
藤本博志（准教授）

電気学会 平成30年電気学会全国大会
優秀論文発表賞 早川航平（M1）

東京大学大学院
新領域創成科学研究科 新領域創成科学研究科長賞 布施空由（M2）

IEEE International Conference 
on Mechatronics 2019

Best Student Paper Award First 
Place

Seigo Wakui（1st author）［1］ （M1）
Tomoki Enmei［2］ （D2）
Hiroshi Fujimoto［1］ （Associate 
Professor）Yoichi Hori［1］ 
（Professor）Kenji Omata［3］

電気学会 電気学会産業応用部門大会
優秀論文発表賞（本部表彰）

布施空由（1st author）（M2）
藤本博志（准教授）

低温工学・超電導学会 令和元年度優良発表賞 岩月　駿（M2）
International Forum for Aviation 
Research ICAS-IFAR Award 山下　礼（D3）

Prize

授与団体名 賞の名称 受賞者名（職名または学年）専攻名 授与団体名 賞の名称 受賞者名（職名または学年）専攻名

受賞時の肩書きを記載しています。ただし、学生については、研究当時の肩書きも含みます。／他組織の方のお名前は
割愛させていただいております。／修士課程はM、博士課程はDで記載しております。（例：博士課程1年はD1）

受賞者一覧　2018年6月から2019年5月受賞おめでとうございます

研 究 科 長 賞 に つ い て は 15 ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

複
雑
理
工
学
専
攻

電子情報通信学会IBISML研究会 IBISML研究会賞 二見　太（D3）、佐藤一誠
（講師）、杉山　将（教授）

電子情報通信学会IBISML研究会 IBISML研究会賞 石田　隆（M2）、Gang Niu
（特任助教）、杉山　将（教授）

KDDI財団 KDDI Foundation Award 杉山　将（教授）

文部科学省 平成31年度科学技術分野の
文部科学大臣表彰（若手科学者賞） 吉岡和夫（講師）

地球電磁気・地球惑星圏学会 田中舘賞 吉川一朗（教授）

先
端
生
命

科
学
専
攻

The 24th Japaneses Medaka 
and Zebrafish Meetig Best Presentation Award Duolin Lee （M2）

第4回蚕糸・昆虫機能利用
関東地区学術講演会実行委員会 優秀ポスター賞 湯澤知久（M1）

つくば医工連携フォーラム2019 研究奨励賞 一ノ瀬　清（M1）

メ
ディ
カ
ル

情
報
生
命
専
攻

日本微生物生態学会第32回大会 Best Presenter Award 平岡聡史（D3）
RNAフロンティアミーティング2018 ベストプレゼンテーション賞 韓　佩恂（M1）
第91回 日本生化学会大会 若手優秀発表賞 木村拓也（D3）
生命化学系フロンティアミーティング2018 最優秀発表賞 薄井光生（M2）
RNA2019 （The 24th Annual 
Meeting of the RNA Society） Travel Award 木村悠介（D2）

自
然
環
境
学

専
攻

日本地球惑星科学連合 学生優秀発表賞 高下裕章（D3）
日本微生物生態学会 Best Presenter Award 吉澤　晋（准教授）
Deep-Sea Biology Society Ph.D. Thesis Paper Award 矢萩拓也（助教）
日本環境毒性学会 優秀ポスター賞 山田陽希（M2）
日本活断層学会 若手優秀講演賞 村木昌弘（M2）
日本造園学会 ベストペーパー賞 川上　純（M2）

海
洋
技
術
環
境
学
専
攻

The 34th International 
Symposium on Okhotsk Sea & 
Polar Oceans

Aota Masaaki Award 2019 Yuto Takashi （M2）

一般社団法人日本航空宇宙学会 第28回（2018年度）日本航空宇宙
学会賞（技術賞/基礎技術部門） 村山英晶（教授）

日本船舶海洋工学会 平成30年度日本船舶海洋工学会 
秋季大会 若手優秀ポスター賞 最優秀賞 小林真輝人（D1）

日本水産工学会 学生優秀賞 鈴木将太（D2）
日本船舶海洋工学会 日本船舶海洋工学会奨学褒章 金澤元泰（M2）
米国船級協会（ABS） ABS賞 坂田啓吾（M2）
特定非営利活動法人海洋音響学会 2019年度研究発表会優秀論文発表賞 横田裕輔（講師）

環
境
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

International Association for 
Urban Climate

Poster Best Presentation Award 
（ICUC-10/AMS Student Award） 西本　隆（M1）

石油技術協会 石油技術協会講演会地質・探鉱部門
優秀発表賞 原田拓哉（M2）

海洋理工学会 ベストプレゼンテーション賞 水野勝紀（助教）
特定非営利活動法人海洋音響学会 論文賞 水野勝紀（助教）
8th International Symposium on Molecular 
Thermodynamics and Molecular Simulation Student Poster Award Chanwit Apibanborirak（D1）

化学工学会超臨界流体部会 優秀学生発表賞 織田耕彦（D2）
化学工学会 最優秀学生賞 高橋侑佳（M2）
化学工学会 第50回秋季大会 優秀ポスター賞 松原一起（M2）
化学工学会 第84年会 優秀学生賞 長谷川卓利（M2）

人
間
環
境
学
専
攻

交通工学研究会 研究奨励賞 長尾朋紀（M2）、二瓶美里
（講師）、鎌田 実（教授）他

自動車技術会 技術部門貢献賞 小竹元基（准教授）
超音波エレクトロニクス協会USE
シンポジウム運営委員会 超音波シンポジウム奨励賞 三宅　奏 （D1）

Siggraph Asia
Siggraph Asia 2018 Emerging 
Technologies BEST DEMO VOTED 
BY COMMITTEE

Yuki Ban, Hiroyuki 
Karasawa, Rui Fukui, 
Shin'ichi Warisawa

第9回マイクロ・ナノ工学
シンポジウム

マイクロ・ナノ工学部門　
優秀講演論文表彰

ペンエークウォン ケーマナット
（M1）、割澤伸一（教授）、
米谷玲皇（准教授）、他3名

㈱リクルート  ㈱ジンズ
アンダーソン・毛利・友常法律事務所

経済産業省主催ブロックチェーン
ハッカソン2019審査員賞 五十嵐俊治（M1）　

インタラクション2019 
第23回一般財団法人
情報処理学会シンポジウム

インタラクティブ発表、プレミアム発表選出 太田幸一、伴　祐樹、
福井　類、割澤伸一

インタラクション2019 
第23回一般財団法人
情報処理学会シンポジウム

インタラクティブ発表賞（一般投票） 太田幸一、伴　祐樹、
福井　類、割澤伸一

Augmented Human International 
Conference 2019

Best Paper Award Honorable 
Mention 五十嵐俊治（M1）　

自動車技術会 大学院研究奨励賞 上村煕孝（M2）
情報処理学会 山下記念研究賞 稗方和夫（准教授）
超音波研究会 学生研究奨励賞 陳　康（M1）
エネルギー・資源学会 第7回学生発表賞 吉岡七海（M2（当時））

日本冷凍空調学会 学術賞 伊藤　誠（研究員）、党　超鋲
（准教授）、飛原英治（教授）

日本冷凍空調学会 会長奨励賞 何　嘉誠（D3）
日本冷凍空調学会 優秀講演賞 東　朋寛（D3）

社
会
文
化
環
境
学
専
攻

株式会社ウッドフレンズ 第3回ウッドフレンズ住宅設計
アイデアコンペ学生の部入賞 井関瑞生（M1） ほか１名

都市住宅学会 2018年都市住宅学会学生論文
コンテスト 博士論文部門 優秀賞 中野　卓（特任研究員・当時）

団地再生支援協会 第15回集合住宅再生・団地再生・
地域再生学生賞 国際賞 両川厚輝（M1）

日本音響学会 第17回学生優秀発表賞 角谷純平（M2）、坂吉佑太（M2）
総合資格学院/構造デザインコンペ
企画運営委員会

第５回構造デザインコンペティション
竹中・田村賞 福田泰之（M1）小島慎平（M1）

Asia Pacific Sociological 
Association

Outstanding Poster Presentation 
Award 三枝七都子（D2）

ヒューリック株式会社 第6回ヒューリック学生アイデアコンペ 
優秀賞 成　潜魏（M1）

日本建築学会 日本建築学会設計競技 支部入選 両川厚輝（M1）、他１名
第58回土木計画学研究発表会 土木計画学研究委員会 優秀ポスター賞 森脇洸太（Ｍ1）
NPO法人 森林をつくろう 第15回「新・木造の家」設計コンペ入賞 福田泰之（M1）

Design Corps SEED Award 川崎光克（M2）、両川厚輝
（M1）、岡部明子（教授）他

PAC RIM Community Design 
Network PAC RIM Award 岡部明子（教授）、中西芳樹

（M2）ほか
日本音響学会 第18回学生優秀発表賞 坂本　栞（M2）

日本建築学会 2018年度日本建築学会 
大会都市計画部門 若手優秀発表賞 中野　卓（特任研究員・当時）

構造品質保証研究所 第7回SRF賞 大賞 成　潜魏 （M2）

公益財団法人 日本科学協会 笹川科学研究助成 
笹川科学研究奨励賞 遠藤雅実（D3）

土木学会 土木学会デザイン賞 出口　敦（教授）、ほか
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
グ
ロ
ー
バ
ル
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ー
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ロ
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ラ
ム

VolkswagenStiftung and  
RWTH Aachen University Best Lightning Talk Award Akane Bessho 

（Doctoral Student）
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2020年度新領域創成科学研究科大学院入試は、 下記のとおり実施する予定です。
（詳細は、4月1日配布開始の学生募集要項・専攻入試案内書で確認してください。）

新領域創成科学研究科 HP　https://www.k.u-tokyo.ac.jp/

2020年度  新領域創成科学研究科大学院入試スケジュール

専攻別  入試問合せ先

2019年度  新領域創成科学研究科スケジュール

 I N F O R M A T I O N　

U Tokyo FOCUS
UTokyo FOCUSは、東京大学の研究教育活動を
一カ所にまとめた大学の公式ニュースサイトです。

https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/index.html
UTokyo FOCUSニュースレターもぜひ購読ください。

https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/newsletter.html

行事 日程

学生募集要項・専攻入試案内書配布開始 2019年4月1日（月）

修士・特別口述試験・願書受付期間
（海洋技術環境学及び人間環境学のみ） 

5月23日（木）～5月29日（水）

願書受付期間（入試日程A） 6月13日（木）～6月19日（水）

入試日程A試験期間（各専攻により日程が異なります） 8月上旬～8月下旬

合格発表（博士後期課程は第1次試験合格者） 9月3日（火）

願書受付期間（入試日程B） 11月19日（火）～11月26日（火）

入試日程B・博士後期課程第2次試験期間
（各専攻により日程が異なります） 2020年1月下旬～2月中旬

合格発表（入試日程B及び博士後期課程） 2月17日（月）

入学手続期間 3月3日（火）～5日（木）

上記の内容等に関するお問い合わせは、
新領域創成科学研究科教務係 k-kyomu@adm.k.u-tokyo.ac.jpまでお願いします。

上記スケジュールは学生用です。

専攻等 入試担当者 メールアドレス

物質系専攻 竹谷 純一 教授 takeya@edu.k.u-tokyo.ac.jp

先端エネルギー工学専攻  小泉 宏之 准教授 koizumi@al.t.u-tokyo.ac.jp

複雑理工学専攻 江尻 晶 准教授 ejiri@edu.k.u-tokyo.ac.jp

先端生命科学専攻 大矢 禎一 教授 ohya@edu.k.u-tokyo.ac.jp

メディカル情報生命専攻 富田 耕造 教授 kozo-tomita@edu.k.u-tokyo.ac.jp

自然環境学専攻 寺田 徹 講師 terada@edu.k.u-tokyo.ac.jp

海洋技術環境学専攻 佐藤 徹 教授 sato-t@edu.k.u-tokyo.ac.jp

環境システム学専攻 井原 智彦 准教授 envsys_exam@edu.k.u-tokyo.ac.jp

人間環境学専攻 米谷 玲皇 准教授 kometani@edu.k.u-tokyo.ac.jp

社会文化環境学専攻 清水 亮 准教授 rshimizu@edu.k.u-tokyo.ac.jp

国際協力学専攻 坂本 麻衣子 准教授 m-sakamoto@edu.k.u-tokyo.ac.jp

サステイナビリティ学
グローバルリーダー養成 小貫 元治 准教授 onuki@edu.k.u-tokyo.ac.jp
大学院プログラム 

行事 日程
入学者ガイダンス 
（4月入学） 2019年4月上旬（専攻毎に行う）

S1ターム

授業期間：4月5日（金）～6月4日（火） （試験期間含） 
試験期間：5月29日（水）～6月4日（火） 
履修登録期間：4月5日（金）～4月19日（金） 
（S1S2ターム（共通）） 

履修登録訂正期間：5月1日（水）～5月8日（水）（S1ターム）
東京大学大学院
入学式 4月12日（金）（於：日本武道館・14：00～）

S2ターム

授業期間：6月5日（水）～7月30日（火） （試験期間含） 
試験期間：7月24日（水）～7月30日（火） 
履修登録期間：4月5日（金）～4月19日（金） 
（S1S2ターム（共通）） 

履修登録訂正期間：6月5日（水）～6月14日（金）（S2ターム）
夏季休業期間 7月31日（水）～9月18日（水）
東京大学
秋季学位記授与式 9月13日（金）（予定）

入学者ガイダンス
（9月入学） 9月下旬（専攻毎に行う）

東京大学 
秋季入学式 9月20日（金）（予定）

A1ターム

授業期間：9月25日（水）～11月15日（金） （試験期間含） 
試験期間：11月8日（金）～11月15日（金） 
履修登録期間：9月25日（水）～10月8日（火） 
（A1A2ターム（共通）） 

履修登録訂正期間：10月15日（火）～10月21日（月） 
（A1ターム） 

振替日： 10月23日（水）は火曜日の授業を行う。 
11月7日（木）は月曜日の授業を行う。 
11月15日（金）は月曜日の授業を行う。

A2ターム

授業期間：11月18日（月）～2020年1月24日（金）（試験期間含） 
試験期間：2020年1月20日（月）～1月24日（金） 
履修登録期間：9月25日（水）～10月8日（火） 
（A1A2ターム（共通）） 

履修登録訂正期間：11月18日（月）～11月29日（金）  
（A2ターム） 
振替日： 12月24日（火）は金曜日の授業を行う。 

12月25日（水）は木曜日の授業を行う。
冬季休業期間 12月26日（木）～2020年1月5日（日）
東京大学
学位記授与式 2020年3月23日（月）（予定）

Information 19



新領域創成科学研究科
物質系専攻
多次元計測科学講座 教授

佐々木裕次リレーエッセイ

士
を
取
得
し
、
民
間
基
礎
研
究
所
、
そ

し
て
準
国
研
と
移
籍
し
、
本
校
に
辿

り
着
い
た
30
年
間
の
研
究
活
動
に
お
い

て
、
私
は
20
回
程
度
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
私
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
す
べ
て
「
会

見
」
形
式
で
す
。
ご
存
知
の
通
り
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
に
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
形
式
が
あ
り
、「
投
げ

込
み
」
と
称
す
る
報
道
機
関
へ
の
紙
媒
体
に
よ
る
情

報
提
供
と
、
も
う
１
つ
は
「
会
見
」
形
式
で
、
会
見

場
所
を
設
定
し
、
研
究
内
容
を
集
ま
っ
た
記
者
達
に

直
接
説
明
す
る
も
の
で
す
。
私
が
「
会
見
」
形
式
に

拘
る
の
は
、
あ
る
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
か
ら
で
す
。

　

設
立
し
た
ば
か
り
の
民
間
基
礎
研
究
所
で
、
研
究

所
創
立
以
来
初
の
「
S
c
i
e
n
c
e
」
掲
載
を
し

て
し
ま
っ
た
当
時
の
私
は
、
そ
れ
ま
で
に
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
と
い
う
行
為
自
体
を
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
勿
論
、
こ
の
論
文
掲
載
に
関
し
て

も
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
が
、
発
表
さ
れ
て
数
週
間
し
た
あ
る
日
、
有
名

な
新
聞
社
か
ら
今
回
の
「
S
c
i
e
n
c
e
」
で
発

表
し
た
研
究
内
容
に
関
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
い

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
2
名

で
来
た
若
い
記
者
は
、
ま
ず
、
私
の
一
方
的
な
説
明

を
ニ
コ
ニ
コ
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
質
問
を

す
る
訳
で
も
な
く
、
そ
の
後
に
、
私
の
研
究
室
の
見

学
を
し
ま
し
た
。
そ
の
途
中
、「
今
回
の
フ
ェ
リ
チ
ン

分
子
は
ど
れ
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
の
で
、「
こ
れ

で
す
」
と
茶
色
い
1
・
5
㎖
マ
イ
ク
ロ
チ
ュ
ー
ブ
を

見
せ
る
と
「
論
文
に
は
単
分
子
層
と
あ
り
ま
す
が
？
」

と
質
問
さ
れ
た
の
で
、「
こ
れ
を
L  

B
法
で
単
分
子
化

す
る
の
で
す
」
と
答
え
る
と
「
肉
眼
で
見
え
な
い
の

で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
。
タ
ン
パ
ク
質
1
分
子
の

大
き
さ
は
数
十
nm
な
の
で
肉
眼
で
見
え
る
は
ず
も
な

く
、「
私
、
文
学
部
出
身
な
ん
で
そ
の
辺
は
チ
ン
プ
ン

カ
ン
プ
ン
で
し
て
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
私
は
「
投
げ
込
み
」
形
式
の

プ
レ
ス
発
表
は
恐
ろ
し
く
て
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

10
年
前
に
本
研
究
科
の
広
報
委
員
長
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
時
も
担
当
の
事
務
の
方
に「
研
究
科
で「
会

見
」
形
式
を
す
る
の
は
佐
々
木
先
生
だ
け
で
す
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
状
況
は
今
も
変
わ
っ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
勿
論
、「
会
見
」
は
「
投
げ
込
み
」

よ
り
も
面
倒
な
こ
と
は
多
い
で
す
し
、
そ
の
極
め
付

け
は
、「
当
日
の
会
見
に
一
人
も
記
者
が
集
ま
ら
な
い
」

と
い
う
オ
カ
ル
ト
的
な
経
験
を
す
る
危
険
性
が
あ
る

こ
と
で
す
。
幸
い
に
し
て
、
私
の
会
見
の
最
低
記
者

参
加
人
数
は
、「
1
名
」
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
記

者
と
は
そ
の
後
の
数
年
間
、
色
々
な
情
報
交
換
を
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
最
後
の
最
後
に
は
、
私
の
研
究

や
そ
の
意
義
が
理
解
で
き
た
の
が
嬉
し
い
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

私
の
経
験
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、「
投
げ
込
み
」

は
プ
レ
ス
発
表
し
た
と
い
う
充
実
感
は
味
わ
え
ま
す

が
、
実
際
、
記
事
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
確
率
は
低

く
、
掲
載
さ
れ
た
と
し
て
も
自
分
か
ら
情
報
提
供
し

た
概
要
の
写
し
が
掲
載
さ
れ
る
だ
け
な
の
で
、
研
究

仲
間
に
対
し
て
「
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
わ
！
」
的
な

意
味
し
か
持
ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
「
会
見
」

で
は
、
記
者
の
レ
ベ
ル
で
説
明
・
議
論
を
と
こ
と
ん

行
い
、
彼
ら
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
第
一
の
目

的
と
す
る
の
で
、
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
彼
ら
の
言

葉
で
熱
く
語
ら
れ
ま
す
。
そ
の
記
事
の
読
み
手
も
、

「
投
げ
込
み
」
の
よ
う
に
研
究
仲
間
だ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
一
般
市
民
や
、
研
究
領
域
の
異
な
る
企
業
関

係
者
達
に
も
届
く
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
是
非
、

皆
さ
ん
も
今
後
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
「
会
見
」
形

式
を
お
選
び
い
た
だ
い
て
、
参
加
記
者
ゼ
ロ
の
恐
怖

の
世
界
を
ご
体
感
く
だ
さ
い
。
良
い
意
味
で
何
か
新

し
い
感
覚
が
目
覚
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！？

博
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